
ー南アフリカのカーステンボッシュ植物園を訪れ
た際、ラケナリアなどの研究で有名なグラハム・ダ
ンカン氏にお会いすることができ、そこでも、この
螺旋状に巻く葉の適応的意義についてたずねたの
ですが、彼は「葉の全体に強光があたらないよう
にして蒸散を防いでいる」と説明してくれました。
ユーカリ属には葉が縦になるものがあって、日中の
強い光を避けて葉の温度を下げているという研究
結果があります。なので、強い光や温度上昇で細
胞の中のタンパク質や DNA などが壊れるのを防ぐ
ために機能している、という仮説もありうると思い
ます。これを確かめるには、上から光を当てたとき
と横から当てたときの光合成量、細胞のダメージ
を調べれば良いかなと思います。

ーダンカン氏は、地を這うような葉も、葉裏や土
壌からの水分の蒸散を防ぐためにこうした姿に
なったと考えているそうです。
水は葉の表面と気孔の両方から蒸散します。気孔

は十分な水分のあるときは光合成のために開いて
いますが、乾燥すると葉の中の水が逃げないように
閉じます。また、葉の表面からは常時水が蒸散し
て行くので、これを防ぐために葉の表面はクチクラ
と呼ばれるワックスを含む物質でおおわれていま
す。しかし、クチクラを厚くするにはコストがかかる
ので、葉裏を地面につけておけば、クチクラを薄く
してコストが減らせるかもしれません。しかし、葉
裏が地面に接していると、光合成や呼吸のための
ガス交換をしにくくなったり、光合成効率が落ちた
りするデメリットがあるかもしれません。葉裏が地
面に接している種ではそうでない種と較べて葉裏
のクチクラ層が薄くなっているか、葉裏が地面に接
した場合と接しない場合でどのくらい光合成効率
が変わるかを調べれば、この仮説を検証できると
思います。

ーダンカン氏は、地面を傘のように覆うことで、地
中の球根を暑さから守っているのではないか、と
も推察していました。
それは、影になっている部分となっていない部分で
温度を計ると効果が具体的にわかりそうですね。

ー 一番、よくわからなかったのがエリオスペルマ
ムの葉の表面に出る付属器 (appendage) につい

てです。本書の中では、自生地は霧がかかる場所
が多いため、表面積を増やして、霧をまとわりつ
かせて、より多くの水分を得ようとしているのでは
ないか、と考察しているのですが、いかがでしょう
か？ エリオスペルマムについては長谷部先生もい
ろいろ研究なされているかと思いますが。
サボテンの仲間のオプンティアでは、円錐状の形を
した棘に水滴が付くと、その形ゆえ、先端側から基
部側に流れていき、棘の付け根から葉の中に水が
吸収されるという研究が報告されています。エリオ
スペルマムの突起の先端には毛が生えていること
が多いので、サボテンのように水分吸収に役立っ
ている可能性もあると思います。突起の先端に水
滴を付けてみて、水滴がどうなるかを実験するとわ
かりそうです。葉に付いた水が株元に落ちて根から
吸われるという可能性は、どのくらい株元に水が落
ちるかを観察すればよさそうですね。

ー他になにか考えうる可能性はありますでしょうか？
まずは、より多く光合成をするため、という理由も考え
られるかと思います。E. paradoxum( 本書 P-26,27,28
掲 載 ), E. multifidum ( 本 書 P-25掲 載 ) など の
appendage は上に伸びているので、appendage の
無い葉よりもたくさん光合成をしている可能性もあ
るかと思います。あとは、食害を防ぐためという理由
も考えられます。ハクサンハタザオなどでは、葉に
生えている毛が食害を防ぐ効果が確かめられてい
ますので、E. appendiculatum( 本 書 P-18掲 載 )
の突起はそのような機能を持っている可能性があり
ます。現地で突起の多い葉と少ない葉で食害被害
を比較すれば検証できるかと思います。

ーなるほど。まだわからないことが本当に多い世
界なのですね。
文献を調べても、これらの形態の適応的意義につ
いてはほとんど研究がされていないようなので、今
後いろいろ調べてみると面白いと思います。どの種
も現地で簡単な測定や実験をすれば、仮説を検証
できそうですし、連続撮影などで詳細に観察する
と、思ってもみなかったような新しい発見があるか
もしれませんね。

ケープバルブ、その奇妙な姿の理由

ケープバルブの奇妙な姿の謎。螺旋状であったり、

地を這うようになったり、何故あのような姿をなった

のか？  その適応的意義についてさらなる検討をす

べく、藤川氏とも交流のある基礎生物学研究所、

生物進化研究部門の長谷部光泰教授にお話をう

かがった。

ーまずは、螺旋状に巻く葉について。本書では、
藤川氏をはじめ、自生地を何度も訪れたことがあ
る方々との話の中で、「葉を巻くことで葉の強度を
高め、現地の強風に耐えているのではないか」と
いう説が出たのですが。
ガマを研究材料にした論文で、" 螺旋状にねじれ
る葉は強度が高くなる "という論文がいくつかあり
ました。なので、風の強い地域では葉が強くねじれ
ることが葉の強度を保つ上で適応的であるという
仮説はありうると思います。強度計算をして確かめ
ればわかるかと。また、比較的近縁種でねじれるも
のとねじれないもので強い風を当ててみてダメージ
の大きさを比べるのも面白いかも知れません。
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